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ＡＴＡサテライト（意見交換会）の実施結果  

①開催のねらい、目的 

障害者福祉の現場において、真に必要とされる支援機器を開発するためには、着想の段

階からユーザーや支援者のニーズと開発や研究者等のシーズをマッチングすることが大切

であり、シーズ志向型の開発とならないよう、各種障害者の置かれている状態は勿論のこ

と、現場の課題やニーズを的確に捉えた支援機器の開発に繋げる取り組みが重要である。 

このような背景を踏まえ、交流会への来場が容易ではない地域に出向き、支援機器に係

わる地域の関係者が集う｢ＡＴＡサテライト（意見交換会）｣を開催することとした。 

｢ＡＴＡサテライト｣では、当該地域の支援機器に関する有識者と障害者及びその介護者

をはじめ、産業振興団体や開発企業等が集い、今後開発が必要な障害者の自立支援機器の

具体的なイメージを検討することとし、開発促進事業の提案テーマに繋げることとした。 

 

※ニーズ側：障害者、家族、在宅・施設等の介護職員、医療・福祉の業務に従事し障害

者の福祉や訓練に係わる者 等 

※シーズ側：開発メーカー、地域の産業振興団体、新規参入を検討する企業・研究者、

大学・研究機関 等 

 

②実施方法 

 各開催地で核となる福祉機器の開発や普及に係る有識者を選考し、意見交換会のとりま

とめ役を務めていただくこととした。 

 参加者は、地域の支援機器に係るニーズ側・シーズ側の関係者、地域障害福祉課や産業

振興課といった支援機器開発・普及に係る関係者とし、新型コロナウィルス等の感染拡大

に伴い１０名以内の参加者で行うこととした。原則、各地域で開催することとするが、オ

ンラインによる参加も可能とした。 

 各会場で２回の意見交換会を開催した。第２回の意見交換会では、最終的に課題解決に

向けた具体的な新機器のイメージについて議論をし、１２月のＷｅｂ開催にて座長より成

果発表を行う場を設けた。 

 また、交流会後は、協会ホームページにも掲載し、提案内容の開発を喚起することとし

た。 

 

③開催地の有識者と検討テーマについて 

 開催地は交流会への参加が容易でない地域を基本とし、特定の地域に隔たりが生じない

よう候補地を選考した。また、検討テーマに関しては、これまでに収集した支援機器に関

するニーズをもとに、下記の座長と協会で決定することとした。 

 

（１）ＡＴＡサテライト秋田 座長 六平澄人 氏（秋田未来株式会社） 

   検討テーマ：「降雪時の移動における転倒防止対策」 

 

（２）ＡＴＡサテライト栃木 座長 伊藤勝規 氏（とちぎノーマライゼーション研究

会） 

    検討テーマ：「豊かな人生を支えるための福祉用具」 

 

④開催地の有識者と検討テーマについて 

交流会専用ＨＰにＡＴＡサテライト開催の案内を掲載し、開催地の有識者の方々より、
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開発企業や障害当事者、地域の県・市への呼びかけを行った。 

⑤スケジュールと検討事項について 

   時期 検討事項等 

９月 これまでのニーズを踏まえ、検討テーマを予め決定する。 

１０月 第１回 

①目的の共有化 

②障害者の置かれている状況の把握 

 当事者・家族等の困りごと、あって欲しい機器・システム 

③課題解決に向けた機器開発の検討 

 既存の技術等を活用した機器開発のイメージ 

１１月 第２回 

④課題解決に向けた具体的な支援機器のイメージの検討 

タイトル、想定するユーザー、解決すべきニーズ 

機器のイメージ、満たすべき仕様・機能 

１２月 成果報告 

シーズ・ニーズマッチング交流会（Ｗｅｂ開催）において、各Ａ

ＴＡサテライトの成果報告を行う。 

もって、東京会場に向けて開発企業とのマッチングを図る 

２日 ＡＴＡサテライト・栃木 伊藤勝規 氏 

３日 ＡＴＡサテライト・秋田 六平澄人 氏 

 

⑥成果のアウトプット様式（例） 

  成果は以下の様式に取りまとめることとした。 

タイトル 

 ＊＊＊＊＊ 

想定するユーザー 

 ＊＊＊＊＊ 

 ＊＊＊＊ 

解決すべきニーズ 

 ＊＊＊＊ 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 ＊＊＊＊ 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

機器やシステムのイメージ 

 

満たすべき仕様・機能 

 ＊＊＊ 

 ＊＊＊＊＊ 

 ＊＊＊ 

ＡＴＡサテライト参加者 ※参加者によっては公表しない 

 ＊＊＊＊  ＊＊＊＊＊ 

＊＊＊   ＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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⑦開催結果及び参加メンバー 

各会場の日程及び参加メンバーは以下のとおりである。 

  会場に関しては、座長をはじめ、障害者及び関係企業等と相談の上、栃木開催は現地に

て開催し、会場入室時には体温測定、手指のアルコール除菌を行い、十分な間隔及び定期

的な室内の換気を行い、感染対策を講じて実施した。 

秋田開催は現地のメンバー以外はオンライン参加とした。 

 

ＡＴＡサテライト栃木 

日時：第１回 令和２年１０月２８日（水）１３：３０～１５：３０            

第２回 令和２年１１月１８日（水）１３：３０～１５：３０ 

会場：とちぎ福祉プラザ 会議室 

検討テーマ：「豊かな人生を支えるための福祉用具」 

座長                                （順不同） 

・ＮＰＯ法人とちぎノーマライゼーション研究会 

ニーズ側 

・障がい当事者ご家族 

・栃木県車いすの会  

・特定非営利活動法人 自立生活センターとちぎ 

・居宅介護支援事業所 真心 

シーズ側 

・オプトニカ工房有限会社 

・株式会社シンデン 

・シンテックス株式会社 

・オノオフィス 

                                  計１４名 

 

ＡＴＡサテライト秋田 

日時：第１回 令和２年１０月２９日（木）１４：００～１６：００            

第２回 令和２年１１月１９日（木）１４：００～１６：００ 

会場：由利本荘地域生活支援センター 会議室 ※）協会はオンライン参加 

検討テーマ：「降雪時の移動における転倒防止対策」 

座長                                （順不同） 

・秋田未来株式会社 

ニーズ側 

・障がい当事者 

・由利本荘地域生活支援センター 

・秋田県社会福祉事業団 

シーズ側 

・あきた企業活性化センター           

                                  計８名 
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⑧成果 

  各会場の成果は以下のとおりである。 

   

ＡＴＡサテライト栃木 
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ＡＴＡサテライト秋田 
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＜ＡＴＡサテライト栃木の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜ＡＴＡサテライト秋田の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


